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インスピレーションになろう
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大阪鶴見ロータリークラブテーマ「もっとエモーショナルなクラブへ」

（２ページへ続く）

われらがロータリー Love me tender

〈第1609回〉 2018年10月23日（火） 本年度第13回 10月30日（火）

担当：笛吹米山委員長

が常に存在します。こうした、日常の対立の火種に対して
も一円融合は有効だということです。何より、報徳の基本
理念である、至誠・勤労・分度・推譲こそが、四つが融合
して初めて効果があり、この四つを単独で行っても意味が
ないことは以前にお話した通りです。一円融合で重要なの
は、相対するもの同士を一つとみることであり、二つに分
離して線引きをするのではなく、双方の長所を伸ばし、短
所を抑制しながら融合させるということです。例えば、先
日、トヨタとソフトバンクの提携が発表されましたが、こ
れは、企業文化・価値観が水と油ほども異なる巨大企業同
士が、感情を捨て、手を組むということです。そして、そ
れぞれの強みを融合させ、一緒になって新しい価値を作ろ
うという動きでもあります。一円融合の典型的な実践例だ
と思います。ロータリーは多様性を認めることを是とし、
国際親善、世界平和を目指しています。報徳の一円融合と
目指すところは同じだと思います。クラブ内で言えば、当
クラブの最年長会員と最年少会員の年齢差は38歳です。年
代ごとに価値観は異なるかもしれませんが、異なる価値観
を融合させることでクラブは発展するのだと思います。ち
なみに、U-50の会は、年齢を問わず、会員の融合を以って

（２ページへ続く）

経済と地域社会の発展月間/米山月間

二宮尊徳が実践した、
　　報徳を以ってロータリーを理解する⑨　一円融合

人は、利害が絡む問題、気に入らない問題に遭遇すると、
自分の目先の利益や好き嫌いを優先し、感情に流された行動
を取りがちです。でも、自分の正義を一方的に主張して独り
善がりに陥ると、対立が深まるだけで物事は前に進みませ
ん。一円融合とは、対立の反対を意味し、自然界も人間界
も、経済も道徳も、双方がバランスよく共存し、融合するこ
とで新たな価値が生まれ、社会は発展する。その結果とし
て、人々に幸福がもたらされるという報徳の理念です。二宮
尊徳は、成田山新勝寺での21日間の断食修行によって、この
一円融合を悟ったといわれています。現代社会における意
見・立場・利害が対立する構図として、官と民、個人と社
会、貧富の格差、世代間の格差などが言われていますが、こ
うした複雑に利害が絡む社会問題の解決にこそ、一円融合の
発想が有効だということです。また、日常生活のレベルで
も、善悪、強弱、遠近、貧富、男女、老若、苦楽、明暗、禍
福、死生、寒暑、労使、賃借など、正反対の立場にあるもの

国際ロータリー第２６６０地区
山本博史ガバナー公式訪問

世界に羽ばたく米山奨学会
講師：可　玉翠

いちえんゆうごう
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￥19，０００.-　　　　累計　￥311，０００.-

￥9，０００.-　　　　累計　￥３9，０００.-

菊 井 会 員 丹羽ガバナー補佐をお迎えして。ようこそい
らっしゃいました。

枚 方 Ｒ Ｃ
堀田修平様 ＩＭ３組で宜しく

清 水 会 員 丹羽ガバナー補佐をお迎えして。
佐 藤 会 員 丹羽ガバナー補佐を歓迎して。

高 木 会 員 久々の卓話です。災害続きで悩める私の話（ボ
ヤキ）をちょっと聞いてください。

中 村 会 員 ホームクラブ１０回連続賞　自祝。丹羽ガバ
ナー補佐を歓迎して！！

田 中 会 員 丹羽ガバナー補佐のご来訪を歓迎いたしま
す。先週、孫の運動会参加の為、例会欠席のお
詫び

笛 吹 会 員 先週は、中国から高校生１５人迎える仕事で
東京に行ってきました。若い人の感受性が豊
かで、日本の特質を理解も早い。国際交流の
大切さを実感しました。

平素は、国際交流基金運営委員会の活動にご協力を賜り
誠にありがとうございます。
この度、審査委員の皆様方には、多忙の中審査をして頂き

御礼と感謝を申し上げます。

その結果、応募者 １４３名の中、 上級の部３名、 中級の
部４名、 初級の部６名 計１３名の方が入選致しました。

誠にありがとうございました。

尚、１０月２３日（火）午後４時１５分より日本語教育セ
ンターにて表彰式が開催されますので多数のご出席をお願
い致します。

*各委員長は、本日のクラブアッセンブリーの報告書をご提出
いただきますようお願いいたします。

10月09日（火） 丹羽ガバナー補佐を迎えての第２回クラブ
アッセンブリー

10月13日（土） 地区公共イメージ向上セミナー
山本会長、大草エレクト、濃添広報委員長が
出席されます。

10月16日（火） 休会
10月20日（土） 第５回サツマイモＰＪ　収穫
10月22日（月） 交野ＲＣチャリティーゴルフコンペ
10月23日（火） 山本博史ガバナー公式訪問

第２５回 日本語作文コンクール表彰式
10月30日（火） 第3回出席強化イベント例会

幹事：源 壽美子幹事報告

9 月 29 日開催の米山奨学生クラブ委員長・カウンセラー研
修会に出席しました。多くのクラブから約 100 名の出席で
研修が行われました。主な感想は

①　留学生を受け入れることは、クラブと留学生の双方に
とって勉強になるということです。第 2660 地区では、全て
のクラブで留学生の受け入れが行えることを目標に寄付を
募っています。他のクラブも頑張っていますので、我がクラ
ブも来年以降、また、受け入れをすべきと感じました。

②　研修では、受け入れにあたってセクハラやパワハラが発
生しないことに相当に時間がさかれました。注意の具体例が
十幾つ示されましたが、「酌婦のようなことをさせない」は、私
が長年、中国に滞在した体験でも　日本では酒を相手にす
すめ注ぐことは酒席の礼儀とされますが、中国にはそのよう
な習慣がありません。若い社員が　上司や年配の人達に酒
をすすめて回るやりかたを、中国の若い女性にやらせると、
バーの酌婦の仕事をさせると誤解されます。そのように注意
がたくさん必要です。

今月は、米山奨学月間なので、是非、寄付をお願いします。

10月1日月曜日にアンダー50の会を北新地のイタリアン
のお店で開催しました。

大変楽しく新規事業について、また、既存事業についてを
中心に意見交換ができました。

次回は11月19日を予定しております。
次回も対象者全員参加で意見交換したいと思います。
ある程度の方向性をまとめていきたと思っていますので都

度、進捗等のご報告をさせていただきます。

新しい価値を作り、それを原動力にクラブを発展させようと
いうものです。もっと分かりやすい例で考えたいと思いま
す。事務局の樋口さんによると、源さんと私は性格が正反対
なのだそうです。でも、会長・幹事は二人共、同じ性格であ
るより、それぞれ個性が異なる方が、発想が広がって良いと
私は思っています。源幹事の良い所、報徳流に言えば、源幹
事の徳と私の性質を中和させ、バランスの取れた、奥行きの
あるクラブ運営をすることが望ましいのだと思います。これ
ほどリアルな一円融合はないと思います。

部長：津野友邦アンダー50の会報告

委員長：笛吹明男米山奨学会報告

委員長：巽 健一国際交流基金運営委員会報告



10月9日【1608回】

会員数　 　 　 　 34名

（内出席規定免除   9名）

出席会員   24名中  18名

出席免除会員  10名中  6名

出 席 率 24/30   80.00%

ビジター　　　　 2名

ゲスト　　　　　 1名

出席総数　　　　 27名

前々回  9/18  Ｍ/Ｕ 3名

修正出席率 83.33%

担当：笹野会員

タンカー事故発生から約３時間の初動対応
（16：00～19：00頃）が必要になった案件

幹事の任務から解放されて、7 月からはようやく仕事に専念
できると思っていましたが、どうもそう間単には問屋が卸して
くれません。災害によるキャンセルと対応で大変です。
最近は 6.18 の大阪北部地震にはじまり、7 月初旬の西日

本豪雨水害、そして7月、8月、９月（月初と月末）の連続台風、
おまけに予想もしなかった関空のタンカー事故、北海道の胆
振東部地震、また、先週末は台風 25 号が発生して、現在もそ
の対応に迫られており、ここ4ヶ月間はずっとイライラが続い
ています。（4ヶ月で合計９つの災害：2.25 回／月、隔週ペー
ス）
余談ですが、昔から、怖いものの例えに「地震、雷、火事、親

父」ということばがあります。
親父が怖かったのは、年長の男性によって支配される家父

長制のもとでのことで、現在では親父はそれほど怖いもので
はありません。実は 最後の「親父」は、台風を意味する「大山
嵐（おおやまじ）」、「大風」（おおやじ）が変化したという説もあ
るそうです。
いずれにせよ、正に「踏んだり蹴ったり」、「一難去ってまた一
難」、「泣き面に蜂」「弱り目に祟り目」、「傷口に塩を塗る」など
の言葉が浮かびますが、もうこれ以上は私もボキャブラリー不
足で言葉も浮かびません。逆に「棚から牡丹餅」、「渡りに舟」、
「盆と正月が一緒にやって来る」などの、良い出来事を期待し
ながら前向きな姿勢で頑張ろうと思っています。
近年旅行業に従事する私が怖いのは、地震、豪雨水害、台

風、国際テロ、そして親会社でしょうか？
会社経営を安定化するには、勿論競争に勝つ事も重要です

が、これら幾つもの災害や国際社会の変化は会社の大きなリ
スクであり、これらのリスクを乗り越える事が本当に重要に
なってきました。私は常日頃から社員に、どんな災害や事件が
発生しても「風が吹けば桶屋が儲かる」の精神で、スピー
ディーな対応、そしてアイデア（知恵）を出し合い、最終的には
桶屋になることを唱えています。
しかしながら、9 月の台風 21 号でいえば、関空機能がストッ
プして国際線が運航できず、多くが中部空港に振り替えられ
たため、名古屋から中部空港行きの名鉄特急ミュースカイが
連日の満席、名古屋駅を中心としたビジネスホテル（名鉄イ
ン）も満室続き、空港内のWIFI 貸し出し業務に至るまで、今
回は親会社に軍配が上がってしまったようです。
先日、中間決算がありましたが、それでも、容赦なく業績

アップを求めてくる株主（親会社は本当に怖いと感じまし
た。）
ところで、参考までに９月４日の台風 21 号（タンカー事

￥2４,000.-
￥3.-

￥50,000.-

9月分ライトミール振替
利息(8/21)
７月西日本豪雨義捐金　　　　　　△

累計：￥818,425.-

最後に災害続きで、キャンセルや対応に追われる中で、
先輩 OB からの激励メール　
（OB）「今こそ人の胆力が試されるところだ、頑張って！！」
（私）胆力の意味は分かるけど、じゃあどうすれば胆力を

鍛える事ができるのか？
（OB）胆石を大きくして痛みに耐えたらどうか（冗談　

笑い）
（私）既に胆石の摘出手術をしており、鍛えようがないの

ですが・・（笑い）

先週の会長インフォーメーションで感じたこと
二宮尊徳の「積小為大」、小を積んで大を為すという言葉

を肝に銘じ、目標に向かって一攫千金は狙わず、あらためて
一歩一歩努力しよう！！

・ 神戸の某大学海外研修　第１班　翌 9/5 関空発、香港行き
３０名
中部空港発に振り替えて航空座席を確保
貸切バスを手配し、集合時間、場所も関空から神戸の大学

に変更（バス代金は変更保険にて処理）
大学側に変更案を提示し、その後変更を承認される。
大学担当者から生徒に個々に変更を連絡　
帰路も中部空港に振り替えて全員無事帰着できた。　

　
・お寺関係の親睦旅行　

翌々9/6　関空発　スリランカ行き　１５名　
中部空港発に振替手配　新大阪～名古屋間の新幹線の座

席を確保。
個々に変更案を連絡し、無事出発できたが、名古屋までの

新幹線代金の負担で交渉あり

卓  話

担当：高木会員

私と旅行業の近況

故）の当日、また、翌 5日の北海道胆振東部地震の際に
私達旅行会社が何をしていたか、その舞台裏をお話ししま
す。




